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【背景】日機装社製 DAB‐Eにおいて透析液濃度のふらつきがみられ 

原因の追究を行ってきた。   

【目的】正常濃度の透析液の供給を目的とし、対策前と後で、透析液濃度が改善したか比

較検討した。また、原液温度表示値と実原液温度も調査したので報告する。    

【方法】各電導度・温度の値を、透析行程開始後から透析液濃度が安定するまでの間、1分

毎に集計を行い、対策前と後で比較した。６１ 

また、A･B原液の表示値と実原液温度においても測定し、対策前と後で比較した。                                          

【結果】対策前と後では、A・B 原液温度変動に差がみられた。それにともない、各原液・

透析液電導度にも差がみられた。   ５６ 

各原液の温度表示値と実温度の差は、対策前と後で差がみられた。    

【考察】装置内部の温度変化が、各原液温度の表示値に影響を及ぼし、実温度との差が生

じた為、各原液電導度の値に誤差が生じ、透析液濃度が変動することが考えられた。   


